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ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
生
活
、

私
た
ち
が
心
豊
か
に
生
活
す
る
う

え
で
基
本
と
な
る
、
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
ず
、水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

よ
り
安
心
で
安
全
な
飲
料
水
の
供

給
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
共

同
水
源
等
を
利
用
し
た
未
普
及
地

域
に
お
い
て
は
、
近
年
の
水
不
足

や
水
質
の
悪
化
な
ど
に
よ
る
、
生

活
へ
の
支
障
が
懸
念
さ
れ
て
お

り
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
の
拡
張
計
画
や
小
規

模
水
道
施
設
補
助
金
な
ど
、
関
連

事
業
を
考
慮
し
な
が
ら
、
均
衡
あ

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
図
る
よ

う
、
普
及
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
本
市
南
部
の
水
源
確

保
に
つ
い
て
は
、
路
木
ダ
ム
の
早

期
完
成
に
向
け
て
、
県
と
連
携
し

な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
市
民
の
健
康
増
進
の
関

連
で
は
、「
天
草
市
健
康
増
進
計

画
」
や
「
天
草
市
食
育
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、「
運
動
」「
食
改
善
」「
健

診
」
を
リ
ン
ク
し
た
保
健
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、「
特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
に
つ

い
て
は
、未
受
診
の
人
へ
の
周
知
・

啓
発
に
取
り
組
み
受
診
者
数
の
拡

大
に
努
め
、
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
支
援
を
早
期
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
・

各
種
ガ
ン
健
診
へ
の
補
助
や
健
康

教
育
・
健
康
指
導
な
ど
の
事
業
を

通
じ
て
、
疾
病
の
発
症
や
重
症
化

を
予
防
し
、
市
民
の
健
康
増
進
と

医
療
費
の
節
約
に
つ
な
が
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
で

は
、
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
や
子

育
て
支
援
の
充
実

の
た
め
に
、
名
称

を
「
子
ど
も
医
療

費
助
成
事
業
」
と

改
め
、
医
療
費
の

無
料
化
の
範
囲
を

小
学
校
３
年
生
ま

で
に
拡
大
し
、
保

護
者
負
担
の
軽
減

を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
発
達
支
援
を

目
的
と
し
た
５
歳

児
健
診
を
開
始

し
、
健
診
時
に
保

護
者
か
ら
の
子
育

て
に
関
す
る
悩
み

や
相
談
事
を
お
う

か
が
い
し
、
不
安

解
消
の
手
助
け
に
つ
な
げ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

市
立
４
病
院
に
つ
い
て
は
、
病

院
事
業
の
経
営
形
態
を
本
年
４
月

か
ら
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適

用
へ
移
行
し
、「
安
定
し
た
経
営

基
盤
の
確
立
」
と
「
安
心
・
安
全

の
医
療
提
供
」
を
目
ざ
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
１
月
か
ら
平
成
25

年
度
末
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

た「
熊
本
県
地
域
医
療
再
生
計
画
」

で
は
、
天
草
医
療
圏
を
モ
デ
ル
と

し
た
医
師
確
保
対
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
の
で
、
医
療
体
制
向
上

の
た
め
、
県
や
関
係
医
療
機
関
な

ど
と
の
協
議
や
連
携
を
図
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

福
祉
で
は
、
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
る
た
め
、身
近
な
福
祉
課
題
、

生
活
課
題
を
地
域
全
体
で
共
有

し
、
解
決
で
き
る
よ
う
に
、
町
内

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
関
連

施
設
・
事
業
所
な
ど
に
至
る
ま
で

の
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。　
　

　

ま
た
、
地
域
の
要
援
護
者
・
地

域
支
援
者
、
避
難
所
、
危
険
地
域
、

集
会
所
、
医
療
機
関
な
ど
を
記
入

し
た
、住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ「
あ

　

地
域
づ
く
り
の
基
本
は
、
郷
土

意
識
を
持
ち
、
地
域
資
源
を
い
か

し
な
が
ら
主
体
的
に
地
域
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
す
。「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
と
「
地
区
振
興
会
」
が

誕
生
し
、５
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

各
地
域
で
健
康
づ
く
り
や
子
育
て

支
援
、
地
場
農
産
品
の
加
工
販
売

や
ま
ち
歩
き
の
実
施
な
ど
、
住
民

主
体
の
地
域
づ
く
り
が
着
々
と
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
民
自
治
組

織
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
た

め
、
座
学
や
実
務
研
修
、
ま
ち
づ

く
り
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
、
地

域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
地
域
活
動

を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
主
事

の
資
質
向
上
も
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

各
地
区
振
興
会
で
は
、
現
在
、

地
区
の
将
来
像
を
示
す
「
地
区
振

興
計
画
」
の
策
定
作
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
の
で
、
新
た
な
財
政
支

援
制
度
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
実
現

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
市
民
意
識
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
各
種
啓
発
事

業
を
展
開
し
、
す
べ
て
の
人
が
共

に
生
き
る
社
会
づ
く
り
を
実
現
す

る
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　

教
育
関
連
で
は
、
学

校
教
育
に
お
い
て
、
学

校
訪
問
指
導
の
計
画
的

な
実
施
や
、
研
究
指
定

校
と
し
て
の
研
究
成
果

の
全
学
校
へ
の
普
及
な

ど
に
よ
り
、
確
か
な
学

力
の
向
上
に
向
け
た
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、

学
習
指
導
補
助
教
員
や

学
校
司
書
を
継
続
し
て

配
置
す
る
こ
と
に
よ

り
、
き
め
こ
ま
や
か
な

指
導
の
充
実
、
児
童
・

生
徒
の
読
書
活
動
の
推

進
を
さ
ら
に
図
っ
て
い

き
ま
す
。
い
じ
め
や
不

登
校
問
題
に
対
し
て

は
、
天
草
市
教
育
相
談

事
業
を
中
心
と
し
た
取

り
組
み
の
充
実
を
図
り
、
教
育
指

導
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
教
育
相
談
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
適
切
な
指
導

や
支
援
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
小
学
校
３
・
４
年
生
を

対
象
に
、
天
草
の
伝
統
・
文
化
・

自
然
・
歴
史
な
ど
と
ふ
れ
あ
う
体

験
活
動
を
充
実
し
、
ふ
る
さ
と
を

再
発
見
す
る
「
ふ
る
さ
と
体
験
事

業
」
を
新
た
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

学
校
規
模
の
適
正
化
に
つ
い
て

は
、「
天
草
市
学
校
規
模
適
正
化

（
学
校
統
廃
合
）
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
学
校
の

適
正
配
置
を
進
め
、
教
育
効
果
の

向
上
と
教
育
環
境
の
整
備
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
耐
震

化
対
策
に
重
点
を
置
き
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
が
展
開
し
や
す
い
環

い
の
天
草
見
守
り
マ
ッ
プ
」
の
作

成
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

障
が
い
を
持
つ
人
が
地
域
の
中
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係

機
関
の
連
携
を
深
め
、
さ
ら
な
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
の
発
育
・
発
達
や
子
育
て
に

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

地
域
を
担
う
人
づ
く
り

３

４

関
す
る
相
談
窓
口
を
明
確
に
し
、

専
門
的
で
適
切
な
支
援
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
子
育
て

支
援
の
中
核
と
な
る
「（
仮
称
）

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置

に
向
け
、
現
状
の
把
握
、
分
析
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

防
災
に
つ
い
て
は
、
今
回
、『
天

草
市
防
災
マ
ッ
プ
』
を
作
成
し
、

「
市
政
だ
よ
り
」（
６
月
１
日
号
）

と
い
っ
し
ょ
に
全
世
帯
に
配
付
し

ま
し
た
。
今
後
も
、
自
主
防
災
組

織
の
育
成
支
援
や
消
防
関
係
資
機

材
の
整
備
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓

の
設
置
を
進
め
、
地
域
消
防
力
の

維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
災
害
へ
の
備
え
を
強
化

し
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

文
化
振
興
で
は
、
世
界
遺
産
登

録
を
推
進
す
る
た
め
に
、
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

﨑
津
教
会
と
漁
村
景
観
に
つ
い
て

は
本
年
、
大
江
教
会
と
農
村
景
観

に
つ
い
て
は
平
成
23
年
に
重
要
文

化
的
景
観
指
定
へ
の
申
し
出
を
行

う
と
と
も
に
、
長
崎
県
と
連
携
し

な
が
ら
、
県
内
初
の
世
界
遺
産
の

登
録
を
目
ざ
し
て
、
重
点
的
に
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲平成23年４月開校予定の楠浦小学校（イメージ図）

と
も

●乳児家庭全戸訪問事業〔子育てへの不安を取り除くため、生後４
カ月を迎えるすべての乳児のいる家庭を訪問する〕………464万円

●（仮称）子ども未来センター設置調査事業〔子ども未来センターを
設置するために先進地の状況を調査する〕…………………50万円

●子ども医療費〔小学校１～３年生までの子どもが医療機関で受診
した際に支払う負担金の全額を助成する〕…………3,212万円
●﨑津地区街なみ環境整備事業〔﨑津地区における住環境の現況調
査や整備方針の策定などを行う〕……………………1,232万円

●ＮＰＯ支援事業〔ＮＰＯ等に対
しての理解を深めるため、セミ
ナーや講演会などを開催する〕
……………………………27万円
●楠浦・牛深小学校改築事業〔児
童の安全を確保するため、耐震
性能が低い不適格校舎の改築を
行う。また、老朽化した校舎を
改築し、学校統廃合計画を促進
する〕…………４億6,679万円
●（仮称）五和中学校建設事業〔耐
震性能が低い五和東・西中学校
を統合し、新統合中学校を建設
する〕…………１億3,920万円
●ふるさと体験事業〔小学３・４
年生の児童が、天草市の伝統・
文化・自然・歴史などとふれあ
う体験活動を授業の中に取り入
れる〕…………………164万円

▲重要文化的景観指定に取り組む“﨑津教会と漁村景観”


